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一　
は
じ
め
に

　

兵
庫
県
美
方
郡
香
美
町
は
、
兵
庫
県
北
部
但
馬
地
方
の
北
西
、
北
は
日

本
海
、
南
は
氷
ノ
山
山
系
に
囲
ま
れ
た
町
で
あ
る
。
西
は
美
方
郡
新
温
泉

町
、
西
南
は
鳥
取
県
若
桜
町
、
東
は
豊
岡
市
、
南
東
は
養
父
市
に
接
し
て

い
る
。
総
面
積
は
三
六
八
．
七
七
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
町
と
し
て
の

面
積
は
兵
庫
県
内
で
は
一
番
広
い
。

　

沿
岸
部
は
リ
ア
ス
式
海
岸
で
、
美
し
い
自
然
景
観
が
広
が
っ
て
い
る
。

周
辺
は
国
指
定
名
勝
香
住
海
岸
、国
指
定
名
勝
天
然
記
念
物
但
馬
御
火
浦
、

国
指
定
天
然
記
念
物
鎧
の
袖
、
山
陰
海
岸
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
、
ま
た

山
陰
海
岸
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
て
い
る
。

　

内
陸
部
は
一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
級
の
山
々
に
囲
ま
れ
、
四
〇
〇
～

七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
高
原
、
段
丘
、
谷
底
平
野
か
ら
な
り
、
林
野
は
約

八
六
％
を
占
め
る
。
山
間
部
で
は
県
指
定
天
然
記
念
物
吉
滝
、
県
指
定
名

勝
猿
尾
滝
、
県
指
定
天
然
記
念
物
和
池
の
大
カ
ツ
ラ
、
兎
和
野
の
大
カ
ツ

ラ
、
小
城
の
ブ
ナ
原
生
林
、
小
長
辿
の
大
ト
チ
な
ど
の
豊
か
な
水
と
巨
樹

巨
木
が
山
々
を
特
徴
づ
け
て
お
り
、
氷
ノ
山
後
山
那
岐
山
国
定
公
園
、
但

馬
山
岳
県
立
自
然
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

二
〇
〇
五
年
に
、
氷
ノ
山
山
系
を
源
流
と
し
て
北
流
す
る
矢
田
川
沿
い

の
三
町
、
城
崎
郡
香
住
町
、
美
方
郡
村
岡
町
、
美
方
郡
美
方
町
が
合
併
し

て
香
美
町
が
成
立
し
た
。

　

合
併
当
時
は
人
口
二
一
四
三
九
人
、世
帯
数
六
六
三
〇
戸
で
あ
っ
た
が
、

二
〇
一
五
年
に
は
人
口
一
八
〇
七
〇
人
、
世
帯
数
六
二
二
八
戸
に
減
少
し

て
お
り
、
過
疎
化
・
少
子
高
齢
化
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

過
疎
化
・
少
子
高
齢
化
に
よ
っ
て
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
地
域
の
歴
史
文
化

遺
産
に
対
し
て
、
文
化
財
保
護
の
立
場
か
ら
ど
う
す
べ
き
な
の
か
。
少
子

高
齢
化
に
あ
え
ぐ
地
域
に
お
い
て
は
観
光
振
興
に
偏
重
し
た
文
化
財
の
活
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町
で
も
「
香
美
町
総
合
戦
略
」
の
計
画
期
間
が
二
〇
一
九
年
度
末
を
持
っ

て
満
了
と
な
る
こ
と
か
ら
、
二
〇
二
〇
年
度
以
降
の
更
な
る
地
域
活
性
化

の
展
開
に
向
け
て
次
期
六
カ
年
の
香
美
町
総
合
戦
略
の
策
定
に
向
け
、
近

年
の
人
口
動
態
や
人
口
減
少
を
踏
ま
え
て
「
香
美
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
の

改
定
を
お
こ
な
っ
た
。

　

香
美
町
の
人
口
は
、
長
年
減
少
を
続
け
て
お
り
、
特
に
二
〇
〇
〇
年
以

降
の
減
少
率
が
著
し
く
な
っ
て
い
る
。
世
帯
数
に
つ
い
て
も
一
九
七
五
年

を
ピ
ー
ク
に
横
ば
い
か
ら
減
少
傾
向
に
あ
る
。
二
〇
一
五
年
の
人
口
は

一
八
〇
七
〇
人
と
な
り
、
二
〇
一
〇
年
か
ら
五
年
間
で
一
六
二
六
人
減
少

し
て
い
る
（
図
１
）。

　

年
齢
別
人
口
で
は
若
者
転
出
に
よ
り
「
二
〇
～
二
四
歳
」
が
少
な
く
、

用
は
、
人
材
・
資
金
の
面
か
ら
非
常
に
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。
近
年
、
限
界

集
落
や
む
ら
じ
ま
い
な
ど
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
耳
に
す
る
機
会
も
増
え
て
き

て
お
り
、
文
化
財
保
護
の
立
場
か
ら
「
方
針
」
と
ま
で
は
い
か
な
い
ま
で

も
方
向
性
を
示
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
香
美
町
の
現
状
と
今
ま
で
の
取
り
組
み
を
報
告
し
、
日
本

全
国
で
ま
す
ま
す
増
え
て
い
く
で
あ
ろ
う
「
む
ら
じ
ま
い
」
に
対
し
て
、

文
化
財
保
護
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
考
え
る
た
め
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い

で
あ
る
。

　
二　
香
美
町
の
現
状
と
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

　

二
〇
〇
八
年
に
始
ま
っ
た
日
本
の
人
口
減
少
は
、
加
速
度
的
に
進
み
、

経
済
規
模
の
縮
小
や
社
会
保
障
費
の
増
加
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
弱
体
化

等
地
域
社
会
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
強
い
こ
と
か
ら
、
国
は

二
〇
一
四
年
に
国
と
地
方
が
地
方
創
生
・
人
口
減
少
克
服
に
取
り
組
む
た

め
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
（
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
）」

及
び
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
た
。
香
美
町

に
お
い
て
も
こ
れ
を
受
け
、
長
年
に
わ
た
っ
て
続
い
て
い
る
人
口
減
少
が

さ
ら
に
加
速
度
的
に
す
す
む
時
代
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
二
〇
一
五
年
に

「
香
美
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
た
。

　

そ
の
後
、四
年
あ
ま
り
が
経
過
し
国
で
は
「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
及
び
「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の
改
定
を
す
す
め
て
い
る
。
香
美

図１　人口・世帯数の推移

図２　年齢別人口
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ま
た
、
子
ど
も
に
つ
い

て
も
年
齢
が
低
い
ほ
ど

人
数
が
少
な
く
な
っ
て

い
る
（
図
２
）。

　
「
五
～
一
四
歳
」
の

子
ど
も
の
二
〇
年
後
の

定
着
率
は
低
下
傾
向
が

み
ら
れ
、
一
九
九
五
年

の
「
五
～
一
四
歳
」
と

二
〇
年
後
の
二
〇
一
五

年
の
「
二
五
～
三
四

歳
」
を
比
べ
た
定
着
率

は
四
割
強
と
な
っ
て
い

る
（
図
３
）。

　

自
然
動
態
は
、
若
い

世
代
の
減
少
に
伴
い
出

生
は
次
第
に
減
少
し
、

高
齢
化
に
伴
い
死
亡
は

増
加
し
て
お
り
自
然
減

が
進
ん
で
い
る
（
図

４
）。

　

合
計
特
殊
出
生
率
は

一
九
八
五
年
に
は
二
．
三
五
と
い
う
高
い
数
値
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
五

年
一
．
七
二
、二
〇
一
〇
年
一
．
八
四
、二
〇
一
五
年
一
．
八
二
と
横
ば
い

で
あ
る
（
図
５
）。
全
国
的
に
み
れ
ば
高
い
数
値
で
あ
る
が
、
若
い
世
代

が
減
少
し
て
い
る
た
め
少
子
化
が
進
ん
で
き
て
い
る
。

　

社
会
動
態
は
転
入
・
転
出
と
も
に
縮
小
し
な
が
ら
、
転
出
が
転
入
を
上

回
る
転
出
超
過
が
続
い
て
い
る
。
転
出
超
過
の
数
と
し
て
は
増
加
し
て
い

な
い
が
、
人
口
が
減
少
し
て
い
る
た
め
人
口
に
対
す
る
割
合
は
大
き
く

な
っ
て
い
る
た
め
、
結
果
と
し
て
人
口
減
少
が
加
速
し
て
い
る
（
図
６
）。

　

転
入
・
転
出
人
口
の
年
齢
別
で
は
「
一
五
～
一
九
歳
」「
二
〇
～
二
四
歳
」

図３　子ども（5 ～ 14 歳）の 20 年後の定着率の推移

図４　出生数、死亡数、自然増減の推移

図５　合計特殊出生率の推移（1985 ～ 2010）
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「
二
五
～
二
九
歳
」
の
転
出
超
過
が
著
し
く
、
転
入
超
過
は
僅
か
な
世
代

と
な
っ
て
い
る
（
図
７
）。
近
隣
都
市
と
の
転
入
・
転
出
で
は
豊
岡
市
と

の
関
係
が
一
番
大
き
く
、
他
府
県
で
は
大
阪
府
へ
の
転
出
超
過
が
著
し
く

な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
自
然
動
態
と
社
会
動
態
を
合
わ
せ
た
人
口
動
態
は
一
九
九
一

年
に
死
亡
が
出
生
を
上
回
る
自
然
減
と
な
り
、
以
降
そ
の
動
き
が
進
む
と

と
も
に
、
転
出
が
転
入
を
上
回
る
社
会
減
が
続
い
て
い
る
。
近
年
は
さ
ら

に
、
死
亡
が
転
入
を
上
回
っ
て
人
口
減
少
が
進
ん
で
き
て
い
る
（
図
８
）。

　

こ
の
よ
う
な
人
口
の
推
移
を
踏
ま
え
『
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
第
２
版
』
で
は
、

香
美
町
の
人
口
の
動
き
の
特
徴
と
し
て　

①
人
口
減
少
の
加
速
化　

②
若

い
世
代
の
転
出　

③
高
齢
者
の
厚
い
層　

④
合
計
特
殊
出
生
率
の
高
さ　

⑤
近
隣
市
町
・
近
隣
府
県
へ
の
転
出
超
過　

あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
人

口
減
少
が
町
に
与
え
る
影
響
と
し
て
四
つ
の
項
目
と
一
七
の
小
項
目
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
（
別
表
）。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
人
口
の
将
来
展
望
を
示
し
て
い
る
（
図
９
）。
パ

タ
ー
ン
１
は
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
に
よ
る
将
来
推
計
人
口

で
、
合
計
特
殊
出
生
率
を
一
．
七
〇
六
～
一
．
七
六
七
で
推
移
、
社
会
増

減
は
二
〇
一
〇
～
二
〇
一
五
の
転
入
・
転
出
の
平
均
値
が
継
続
す
る
と
仮

図６　転入数、転出数、社会増減の推移

図７　年齢 5 階級別の人口移動

図８　自然動態・社会動態の推移

図９　人口の将来展望
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定
し
、
二
〇
四
五
年
に
は
人
口
四
八
三
三
人
に
な
る
と
さ
れ
て
い
る
。
表

中
の
「
独
自
推
計
移
住
１
０
世
帯
」
は
、
香
美
町
で
は
合
計
特
殊
出
生
率

が
二
〇
一
五
年
で
一
．
八
二
に
達
し
て
い
る
た
め
、二
〇
六
五
年
に
は
二
．

二
一
に
な
る
と
仮
定
、
社
会
増
減
は
二
〇
一
〇
～
二
〇
一
五
の
転
入
・
転

出
の
平
均
値
が
継
続
す
る
と
仮
定
し
、
移
住
世
帯
は
二
〇
～
二
四
歳
が
夫

婦
二
人
子
ど
も
一
人
、
二
五
～
二
九
歳
は
夫
婦
二
人
子
ど
も
二
人
の
四
人

家
族
が
毎
年
一
〇
世
帯
移
住
す
る
と
仮
定
し
た
も
の
で
、
二
〇
六
五
年
に

は
六
八
五
五
人
に
な
る
と
し
て
い
る
。「
独
自
推
計　

移
住
１
０
世
帯（
改

定
前
）」
は
前
回
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
示
し
た
将
来
展
望
で
あ
る
。

　

こ
の
人
口
推
計
で
は
合
計
特
殊
出
生
率
が
現
在
よ
り
も
一
．
二
一
四

倍
の
二
．
二
一
、
移
住
世
帯
が
毎
年
１
０
世
帯
で
推
移
し
て
も
人
口
は

二
〇
一
五
年
の
三
七
％
に
激
減
す
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
示
さ

れ
て
い
る
。
香
美
町
に
は
一
二
〇
集
落
が
あ
る
が
、
人
口
が
激
減
し
て
存

続
が
危
機
的
状
況
と
な
る
集
落
も
あ
る
。
い
っ
た
い
ど
の
く
ら
い
の
集
落

が
危
機
的
な
状
況
に
な
る
の
か
、
か
な
り
雑
な
計
算
方
法
だ
が
試
算
し
て

み
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
集
落
に
よ
っ
て
一
世
帯
あ
た
り
の
人
数
に
ば
ら
つ
き

が
あ
る
た
め
、
集
落
ご
と
に
人
口
を
世
帯
数
で
割
っ
て
、
一
世
帯
平
均
人

数
を
計
算
し
た
。
さ
ら
に
集
落
の
人
口
に
減
少
率
を
か
け
、
先
程
の
集
落

ご
と
の
一
世
帯
平
均
人
数
で
割
っ
て
、
二
〇
四
五
年
の
推
定
世
帯
数
を
算

出
し
た
。
本
来
は
高
齢
化
率
等
も
考
慮
す
べ
き
だ
が
省
略
し
た
た
め
、
か

な
り
見
通
し
が
甘
い
数
値
で
あ
る
。

　

集
落
と
し
て
の
機
能
維
持
が
困
難
に
な
っ
て
く
る
と
さ
れ
る
世
帯
数
五

戸
以
下
と
な
る
集
落
は
香
住
区
四
七
集
落
の
う
ち
七
集
落
で
一
四
％
、
村

岡
区
五
二
集
落
の
う
ち
六
集
落
で
一
一
％
、
小
代
区
二
一
集
落
の
う
ち
四

集
落
で
一
九
％
と
な
っ
て
お
り
、
香
美
町
全
体
で
は
一
七
集
落
が
維
持
す

る
こ
と
が
困
難
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
三　
香
美
町
の
無
住
化
集
落

　

香
美
町
で
は
す
で
に
居
住
の
実
態
が
な
い
集
落
が
あ
る
。

別表　人口減少が町に与える影響
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■
香
住
区
本
見
塚

　

香
美
町
香
住
区
本
見
塚
は
香
住
区
の
東
、
峠
を
超
え
る
と
豊
岡
市
竹
野

町
に
至
る
集
落
で
あ
る
。
現
在
は
本
見
塚
の
北
西
に
あ
る
枝
村
の
カ
ヤ
ノ

が
本
見
塚
と
さ
れ
て
い
る
。
本
見
塚
は
標
高
約
二
三
〇
メ
ー
ト
ル
、
カ
ヤ

ノ
と
の
標
高
差
は
約
一
七
〇
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
元
の
本
見
塚
で
は
当
時

の
住
宅
は
す
で
に
朽
ち
果
て
て
お
り
、
本
見
塚
出
身
の
方
の
農
作
業
小
屋

な
ど
が
置
か
れ
て
い
る
。
ま
た
集
落
内
に
は
大
倉
神
社
本
殿
が
残
さ
れ
て

い
る
。
香
美
町
歴
史
文
化
遺
産
活
性
化
実
行
委
員
会
、
香
美
町
教
育
委
員

廃村前の旧本見塚村

会
が
実
施
し
た
寺
社
建
築
調
査
に

よ
る
と
、
廃
村
に
な
っ
て
い
る
た

め
痛
み
も
大
き
い
が
、
細
部
に
独

特
の
意
匠
を
も
っ
た
佳
作
と
し
て

評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

元
和
年
中
（
一
六
一
五
～

一
六
二
四
）
に
越
前
三
国
港
の
船

が
佐
津
川
に
水
を
汲
み
に
寄
り
、

地
内
の
弘
仙
山
に
銀
鉱
の
露
頭
を

発
見
、
出
石
藩
主
小
出
大
和
守
の

代
に
二
〇
数
年
に
渡
っ
て
金
銀
を

産
出
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
坑

内
で
出
水
し
た
た
め
宝
永
年
間
に

廃
坑
と
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
出
石
藩
が
採
掘
を
中
止
し
て
か
ら

も
採
掘
し
て
い
た
よ
う
で
、
亨
保
二
〇
（
一
七
三
五
）
年
か
ら
元
文
三

（
一
七
八
三
）
年
に
か
け
て
灰
吹
銀
が
豊
岡
市
竹
野
町
に
持
ち
込
ま
れ
て

い
た
。
明
治
一
五
（
一
八
八
二
）
年
に
は
東
京
の
古
河
市
郎
兵
衛
が
採
掘

し
、
二
千
人
余
が
従
事
し
て
い
た
が
明
治
二
六
（
一
八
九
三
）
年
に
は
廃

坑
と
な
っ
た
。

　

地
内
に
大
倉
神
社
が
あ
る
こ
と
か
ら
木
地
師
と
の
関
連
、
ま
た
平
家
伝

承
を
語
り
継
い
で
い
た
村
で
も
あ
る
。

　

昭
和
三
〇
（
一
九
五
五
）
年
に
奥
佐
津
村
と
香
住
町
が
合
併
し
た
。
そ

の
頃
の
本
見
塚
村
に
は
五
世
帯
三
二
人
が
住
ん
で
い
た
。
翌
三
一
年
に
は

電
気
が
開
通
し
、
こ
れ
を
も
っ
て
旧
香
住
町
の
無
電
灯
集
落
か
ら
解
消
さ

れ
た
。
し
か
し
、
地
す
べ
り
地
帯
で
あ
り
、
災
害
と
な
り
合
わ
せ
の
生
活

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
離
村
が
は
じ
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
一
九
六
五
年

に
は
土
生
と
本
見
塚
の
子
ど
も
た
ち
が
通
っ
て
い
た
奥
佐
津
小
学
校
土
本

分
校
が
奥
佐
津
小
学
校
と
統
合
し
、
閉
校
と
な
っ
た
。
一
九
六
八
年
一
二

月
三
日
本
見
塚
村
廃
村
の
際
に
は
二
世
帯
五
人
と
な
っ
て
い
た
。
当
時
の

香
住
町
報
で
は
離
村
の
記
事
の
最
後
を
「
現
在
の
行
政
の
力
で
は
ど
う
す

る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
厳
し
い
過
疎
の
現
実
を
ま
ざ
ま
ざ
見
せ
つ
け
ら

れ
た
も
の
で
す
。」
と
締
め
く
く
っ
て
い
る
。

　

■
村
岡
区
小
城

　

村
岡
区
小
城
は
村
岡
区
山
田
の
南
に
あ
る
山
田
集
落
の
枝
村
で
あ
る
。
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標
高
は
約
五
三
〇
メ
ー
ト
ル
で
山
田
と
の
標
高
差
は
約
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル

あ
る
。
集
落
の
東
の
峠
を
越
え
る
と
豊
岡
市
日
高
町
に
至
る
。
小
城
の
周

辺
に
は
大
切
、
本
谷
、
広
久
、
小
畑
の
小
規
模
集
落
が
点
在
し
て
お
り
、

そ
れ
ら
を
ま
と
め
て
小
城
と
呼
ん
で
い
る
。
当
集
落
に
も
平
家
伝
承
が
残

さ
れ
て
お
り
、
集
落
が
点
在
し
て
い
る
の
は
、
襲
撃
を
受
け
た
際
に
他
の

集
落
が
見
え
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
と
言
わ
れ
て
い
た
。

　

本
村
の
山
田
で
は
天
正
一
七（
一
五
八
九
）年
か
ら
宝
暦
三（
一
七
五
三
）

年
ま
で
鉄
山
で
賑
わ
っ
た
。
産
出
し
た
鉄
は
山
田
鉄
の
名
で
知
ら
れ
、
鉄

の
ほ
か
金
銀
銅
な
ど
も
産
出
し
た
と
い
う
。
一
時
は
千
軒
を
超
え
た
と

入
っ
て
き
て
お
り
、
山
中
に
は
木
地
屋
敷
跡
や
木
地
師
墓
石
が
伝
承
さ
れ

て
い
る
。

　

近
代
以
降
は
、
水
田
、
焼
畑
、
養
蚕
、
炭
焼
、
酒
造
出
稼
ぎ
、
和
牛
、

商
店
な
ど
の
仕
事
が
あ
っ
た
が
、
林
業
に
携
わ
る
人
は
少
な
か
っ
た
。
林

業
に
携
わ
る
人
々
は
主
に
県
外
か
ら
の
出
稼
ぎ
労
働
者
で
一
〇
〇
人
を
超

え
る
人
々
が
働
い
て
い
た
。
こ
れ
ら
人
々
も
木
材
価
格
の
低
迷
な
ど
で
次

第
に
減
少
し
て
い
っ
た
。

　

昭
和
三
〇
（
一
九
五
五
）
年
に
は
二
三
世
帯
一
三
五
人
が
暮
ら
し
て
い

た
が
、
二
五
年
た
っ
た
昭
和
五
五
（
一
九
八
〇
）
年
に
は
一
四
世
帯
三
一

人
に
減
少
し
た
。子
ど
も
の
進
学
や
若
者
の
就
職
な
ど
で
減
少
が
す
す
み
、

残
さ
れ
た
人
々
は
協
議
を
重
ね
て
集
団
移
転
を
決
定
し
た
。
町
で
は
射
添

地
区
内
で
の
移
転
地
を
探
し
、
和
田
地
内
の
国
道
九
号
線
の
近
く
に
用
地

を
確
保
し
、
国
県
の
「
過
疎
地
域
集
落
整
備
事
業
」
の
適
用
を
受
け
て
移

転
住
宅
を
建
設
し
た
。
昭
和
五
九
（
一
九
八
四
）
年
の
秋
に
移
転
住
宅
が

完
成
し
た
た
め
、移
住
を
開
始
し
翌
六
〇
年
の
正
月
は
移
転
先
で
迎
え
た
。

　

■
小
代
区
熱
田

　

小
代
区
熱
田
は
香
美
町
の
最
南
端
の
集
落
で
北
東
に
あ
る
新
屋
村
の
枝

村
、
鳥
取
県
若
狭
町
に
抜
け
る
峠
道
沿
い
の
集
落
で
あ
る
。
標
高
六
〇
〇

メ
ー
ト
ル
で
小
代
区
の
中
心
の
大
谷
と
の
標
高
差
は
三
七
〇
メ
ー
ト
ル
で

あ
る
。

　

伝
承
で
は
尾
州
熱
田
大
宮
司
の
次
男
が
従
者
を
連
れ
て
信
州
田
野
に
逃

小城（大切）

言
わ
れ
る
が
宝
暦
三

（
一
七
五
三
）
年
に
幕

府
が
鉱
山
を
直
轄
す
る

と
の
噂
が
な
が
れ
た
た

め
閉
山
し
た
と
い
う
。

明
治
末
頃
に
あ
ら
た
に

採
掘
が
は
じ
ま
っ
た
が

昭
和
二
一（
一
九
四
六
）

年
に
は
外
国
か
ら
の
輸

入
が
増
え
て
採
算
が
と

れ
な
く
な
っ
た
た
め
閉

山
し
て
い
る
。

　

小
城
に
も
木
地
師
が
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れ
、
さ
ら
に
熱
田
に
逃
れ
て
土
着
し
た
と
伝
わ
る
。
最
初
に
移
り
住
ん
だ

場
所
を
熱
田
、
後
に
東
の
谷
に
移
り
そ
こ
を
田
野
、
従
者
の
居
所
を
小
子

と
呼
ん
だ
。
応
永
年
中
（
一
三
九
四
～
一
四
八
二
）
に
金
銀
銅
鉄
の
採
掘

が
盛
ん
で
田
野
千
軒
、
小
子
千
軒
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
栄
え
て
い
た
。
し
か

し
天
文
九
（
一
五
四
〇
）
年
に
大
洪
水
に
よ
り
山
崩
れ
で
荒
廃
、
今
の
新

屋
に
移
り
住
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
当
地
に
は
木
地
師
の
伝
承
も
残

さ
れ
て
い
る
。

　

熱
田
は
但
馬
牛
の
聖
地
と
も
よ
ば
れ
、
熱
田
で
生
ま
れ
た
あ
つ
た
蔓
は

現
在
の
黒
毛
和
牛
の
祖
と
さ
れ
て
お
り
、
遺
伝
子
調
査
で
は
全
国
の
黒
毛

道
で
あ
る
熱
田
出
会
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
小
屋
に
つ
い
た
の
が
夕
方
五
時

こ
ろ
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
休
憩
を
少
し
し
て
、
荷
物
を
お
い
て
帰
る
か
こ

こ
で
一
泊
す
る
か
相
談
し
た
が
結
局
帰
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
集

落
の
手
前
ま
で
来
た
と
こ
ろ
で
、
雪
崩
が
発
生
し
全
員
が
生
き
埋
め
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
五
人
は
な
ん
と
か
自
力
で
這
い
出
て
き
た
が
、
最
後

の
一
人
が
見
つ
か
ら
ず
、
救
援
を
呼
ぶ
た
め
熱
田
ま
で
戻
っ
た
の
が
八
～

九
時
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
警
察
と
消
防
に
連
絡
し
た
が
、
警
察
と
消
防

が
現
場
に
つ
い
た
の
は
深
夜
二
～
三
時
で
あ
っ
た
。
救
出
さ
れ
た
が
す
で

に
亡
く
な
っ
て
い
た
。
子
ど
も
の
教
育
の
問
題
や
医
者
の
問
題
で
熱
田
で

の
生
活
に
限
界
を
感
じ
て
い
た
住
民
に
と
っ
て
、
こ
の
一
件
が
離
村
の
直

接
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

　

離
村
の
話
し
合
い
で
は
古
老
は「
わ
し
ら
が
死
ん
で
か
ら
に
し
て
く
れ
」

と
抵
抗
し
た
が
、
全
住
民
九
世
帯
約
五
〇
人
が
集
団
移
転
を
決
め
て
、
翌

四
四
年
に
小
代
区
野
間
谷
に
建
設
さ
れ
た
越
冬
住
宅
に
移
り
住
ん
だ
。
当

初
は
越
冬
住
宅
と
い
う
こ
と
で
夏
は
熱
田
に
冬
は
野
間
谷
に
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た
が
、
子
ど
も
た
ち
の
学
校
や
生
活
の
便
の
良
さ
か
ら
野
間
谷
か

ら
戻
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う（

１
）。

　

■
小
代
区
小
長
辿

　

小
代
区
小
長
辿
は
小
代
区
大
谷
の
西
、
標
高
約
六
五
〇
メ
ー
ト
ル
で
大

谷
と
の
標
高
差
は
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
あ
る
。元
は
大
谷
の
枝
村
で
あ
っ
た
。

　

大
谷
と
小
長
辿
と
の
間
の
久
須
部
に
は
久
須
部
鉱
山
が
あ
っ
た
。
開
坑

熱田　観音堂

和
牛
の
九
九
．
九
％
が
そ

の
血
を
引
く
こ
と
が
証
明

さ
れ
て
い
る
。

　

昭
和
四
三（
一
九
六
八
）

年
二
月
一
四
日
、
降
り
続

い
て
い
た
雪
が
や
ん
だ
た

め
主
婦
六
人
が
大
谷
ま
で

買
い
出
し
に
行
く
こ
と
と

な
っ
た
。
無
事
買
い
出
し

は
済
ん
だ
が
、
昼
ご
ろ
か

ら
再
び
雪
が
降
り
は
じ
め

た
た
め
急
い
で
帰
ろ
う
と

し
た
。
熱
田
へ
の
分
か
れ
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は
室
町
時
代
の
末
、
田
公
氏
が
採
掘
し
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
江
戸

時
代
に
は
休
坑
し
て
い
た
が
、
一
説
に
慶
長
年
中
に
稼
働
し
て
い
た
と
の

説
も
あ
る
。
明
治
の
末
頃
に
再
び
採
掘
が
は
じ
ま
り
、
昭
和
に
な
っ
て
か

ら
大
規
模
化
し
精
錬
も
行
っ
て
い
た
。
最
盛
期
に
は
五
〇
〇
人
程
度
が
働

い
て
い
た
が
、
昭
和
二
〇
（
一
九
四
五
）
年
代
に
閉
山
し
た
。

　

昭
和
三
〇
（
一
九
五
五
）
年
代
は
世
帯
数
一
四
～
一
五
で
推
移
し
て
お

り
、
県
の
小
代
地
区
民
俗
資
料
緊
急
調
査
の
際
に
は
一
五
世
帯
七
一
人
が

暮
ら
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

昭
和
二
〇
（
一
九
四
五
）
年
に
は
固
ま
っ
た
古
い
雪
の
上
に
新
雪
が
積

も
っ
た
た
め
雪
崩
が
発
生
し
、
三
軒
が
飲
み
込
ま
れ
九
人
の
命
が
奪
わ
れ

た
。
戦
後
は
昭
和
三
八
（
一
九
六
三
）
年
の
豪
雪
、不
慮
の
事
故
が
続
く
、

道
路
が
よ
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
通
い
農
業
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
な
ど

か
ら
、
次
第
に
離
村
が
は
じ
ま
る
。

　

昭
和
四
一
（
一
九
六
六
）
年
に
は
二
戸
、
四
二
年
四
戸
、
四
三
年　

三

戸
、
四
四
年
五
戸
と
離
村
が
進
み
、
最
終
的
に
は
四
六
年
の
越
冬
住
宅
の

完
成
を
も
っ
て
移
住
が
完
了
し
た
。

　

香
美
町
内
で
す
で
に
無
住
化
し
て
い
る
集
落
を
四
箇
所
紹
介
し
た
。
共

通
す
る
点
が
い
く
つ
か
あ
る
の
で
気
に
な
っ
た
部
分
に
つ
い
て
触
れ
て
お

き
た
い
。
ま
ず
、
地
域
の
中
心
集
落
か
ら
の
標
高
差
が
あ
る
こ
と
が
あ
げ

ら
れ
る
。
こ
れ
は
交
通
手
段
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
通
学
や
通
院

な
ど
が
大
変
で
あ
り
廃
村
・
離
村
の
強
い
動
機
と
な
る
。
小
長
辿
で
は
交

通
手
段
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
が
離
村
の
き
っ
か
け
の
一
つ
と
な
っ
た
。
今

回
の
報
告
の
際
に
あ
ら
た
め
て
見
直
し
て
気
づ
い
た
点
が
、
ど
の
集
落
と

も
近
隣
に
鉱
山
が
あ
る
こ
と
、
木
地
師
の
伝
承
を
持
つ
こ
と
で
あ
る
。
ど

の
集
落
も
近
隣
の
鉱
山
の
稼
働
に
よ
り
多
く
の
人
が
移
住
、
小
城
に
お
い

て
は
さ
ら
に
林
業
に
携
わ
る
季
節
労
働
者
の
流
入
が
あ
り
一
時
的
に
地
域

の
経
済
活
動
が
拡
大
し
た
経
験
を
も
っ
て
い
る
。
廃
村
の
直
接
的
な
原
因

で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
一
つ
の
仮
説
と
し
て
鉱
山
が
閉
山
し
た
際

の
労
働
者
の
転
出
に
よ
る
地
域
の
経
済
活
動
の
急
激
な
縮
小
、
賑
や
か
さ

か
ら
閑
散
へ
と
急
激
に
変
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
が
一
気
に
衰
退
し

て
い
く
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
四　
地
域
の
記
録

　

過
去
に
香
美
町
内
に
お
い
て
調
査
報
告
書
や
地
域
の
方
が
編
纂
し
た
冊

子
が
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
い
く
つ
か
紹
介
し
た
い
。
紹
介
す
る

に
あ
た
っ
て
二
つ
に
分
け
て
紹
介
す
る
。
本
項
「
地
域
の
記
録
」
で
は
、

学
術
的
調
査
も
し
く
は
地
域
の
方
が
自
主
的
に
記
録
し
た
も
の
を
、
次
項

「
地
域
の
記
憶
」
で
は
主
に
聞
き
取
り
調
査
を
主
と
し
た
も
の
を
紹
介
す

る
。

　

■
『
小
代　

小
代
地
区
民
俗
資
料
緊
急
調
査
報
告
書
』　

兵
庫
県
教
育

委
員
会　

一
九
七
〇

　

兵
庫
県
教
育
委
員
会
が
実
施
し
た
調
査
で
、
関
西
大
学
柴
田
実
教
授
を
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団
長
と
す
る
一
七
名
の
調
査
団
が
調
査
を
お
こ
な
っ
た
。
調
査
範
囲
は
小

代
区
熱
田
、
小
長
辿
、
備
、
新
屋
、
神
場
を
中
心
と
し
て
旧
美
方
町
全
域

に
わ
た
る
も
の
で
あ
る
。

　

序
説
で
柴
田
教
授
は
「
わ
れ
わ
れ
は
昨
年
度
、
生
野
ダ
ム
築
成
の
た
め

に
水
没
す
る
上
生
野
地
区
の
た
め
に
、そ
の
伝
え
て
き
た
生
活
・
文
化
（
民

俗
）
の
調
査
を
行
な
っ
て
、
こ
れ
を
能
う
限
り
記
録
の
上
に
留
め
る
こ
と

に
努
め
た
が
、
但
馬
地
方
に
お
け
る
過
疎
の
村
も
ま
た
、
そ
れ
が
今
ま
で

持
ち
伝
え
た
生
活
・
文
化
が
、
ま
さ
に
時
代
の
波
の
下
に
没
し
去
ろ
う
と

し
て
い
る
点
に
お
い
て
は
水
没
農
村
と
異
な
る
と
こ
ろ
な
い
」
と
し
、「
離

村
の
原
因
は
、
敢
え
て
今
日
の
経
済
成
長
の
影
響
に
の
み
帰
す
る
の
は
当

た
ら
な
い
。」「
現
代
人
の
疑
問
は
む
し
ろ
率
直
に
、
ど
う
し
て
今
ま
で
そ

ん
な
に
ま
で
不
便
な
土
地
に
、
人
々
は
住
ん
で
来
た
の
か
、
と
言
う
点
に

向
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。」
と
さ
れ
て
い
る
。

　

本
報
告
書
は
当
時
の
小
代
に
つ
い
て
民
俗
学
的
見
地
か
ら
丹
念
な
調
査

が
行
わ
れ
て
お
り
、
地
理
的
環
境
、
歴
史
的
環
境
、
社
会
生
活
、
生
業
、

狩
猟
、
人
の
一
生
、
年
中
行
事
、
民
具
、
衣
食
住
、
食
生
活
、
伝
承
、
方

言
、
民
家
と
多
岐
に
わ
た
っ
て
記
録
さ
れ
て
い
る
。
な
か
に
は
現
在
す
で

に
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
民
俗
行
事
も
記
録
さ
れ
て
お
り
、
近
年
改
め
て
地

域
の
方
に
聞
き
取
り
調
査
を
し
て
も
憶
え
て
い
る
方
が
お
ら
れ
な
い
行
事

も
あ
っ
た
。

　

あ
と
が
き
で
は
熱
田
分
校
の
閉
校
式
の
様
子
に
触
れ
た
あ
と
、「
過
疎

の
嵐
の
中
で
、
こ
の
地
域
は
今
後
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
行
く
の
か
。
こ

の
報
告
書
が
、
高
度
経
済
成
長
の
波
の
中
で
ゆ
れ
動
く
平
和
な
ふ
る
さ
と

の
姿
を
、
長
い
わ
が
国
の
歴
史
の
一
齣
と
し
て
、
後
世
に
伝
え
て
く
れ
る

こ
と
を
切
に
願
っ
て
い
る
。」
と
結
ん
で
い
る
。

　

■
『
郷
愁　

小
長
辿
』　

小
長
辿
の
記
録
を
綴
る
会
、
美
方
町
一
九
九
五

　

小
長
辿
出
身
の
方
で
組
織
さ
れ
た
小
長
辿
の
記
録
を
綴
る
会
に
よ
る
冊

子
で
あ
る
。
小
長
辿
と
し
て
は
昭
和
四
六
（
一
九
七
一
）
年
に
大
谷
の
越

冬
住
宅
に
移
住
し
て
い
た
が
、
一
九
九
二
年
に
小
長
辿
区
と
大
谷
区
の
合

併
を
機
に
地
域
の
方
々
が
小
長
辿
の
記
録
を
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

冒
頭
で
編
集
委
員
長
を
務
め
ら
れ
た
稲
尾
実
氏
は
「
こ
の
小
冊
子
は
、

孫
、
子
に
伝
え
る
後
世
に
残
る
資
料
で
す
。
一
つ
の
時
代
が
終
わ
っ
て
、

ま
た
、
新
し
い
時
代
を
開
く
、
明
る
い
街
づ
く
り
の
土
台
と
し
て
、
そ
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
心
の
一
隅
に
思
い
出
を
留
め
る
糧
と
し
て
お
役
に
立
つ

こ
と
が
で
き
れ
ば
と
念
じ
て
い
ま
す
。」
と
し
て
い
る
。
当
時
の
町
長
井

口
利
次
氏
は
「
そ
の
ふ
る
さ
と
小
長
辿
が
消
え
て
行
く
。
現
代
の
社
会
構

造
や
経
済
は
、
山
村
に
生
ま
れ
た
人
達
を
そ
こ
に
定
住
さ
せ
る
力
を
持
た

な
い
と
い
う
証
明
だ
ろ
う
か
。」
と
し
「
記
憶
の
な
か
に
だ
け
生
き
る
こ

と
に
な
る
小
長
辿
を
、文
字
に
残
そ
う
と
し
て
編
ま
れ
た
こ
の
小
冊
子
が
、

永
く
保
存
さ
れ
る
こ
と
を
希
う
。」
と
し
て
い
る
。

　

本
書
は
地
域
の
人
々
が
自
ら
の
地
域
の
歴
史
を
書
き
残
そ
う
と
し
た
も

の
で
あ
り
、
小
長
辿
の
暮
ら
し
、
村
お
こ
し
へ
の
取
り
組
み
、
離
村
の
経

緯
、
廃
村
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
前
述
の
県
民
俗
調
査
報
告
書
と
比
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較
す
る
と
網
羅
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、地
域
に
暮
ら
し
た
人
々
、

そ
し
て
離
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
人
々
の
思
い
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

■
『
小
城
追
憶
』　

香
美
町
歴
史
文
化
遺
産
活
性
化
実
行
委
員
会
、
香

美
町　

二
〇
一
四

　

小
城
は
昭
和
五
九
（
一
九
八
四
）
年
か
ら
移
転
住
宅
に
移
住
し
て
い
た

が
、
何
軒
か
は
小
城
に
通
い
農
業
を
し
て
い
た
。
し
か
し
、
高
齢
化
に
よ

り
放
棄
さ
れ
る
田
畑
も
増
え
、
そ
れ
に
伴
っ
て
家
屋
も
手
つ
か
ず
と
な
っ

て
い
っ
た
。

　

小
城
区
の
区
長
に
会
っ
た
際
に
は
地
域
誌
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
、
と
話

し
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
当
時
の
生
活
を
知
る
人
が
高
齢
化
し
て
お
り
、
聞

き
取
り
も
難
し
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

二
〇
一
四
年
は
何
年
か
ぶ
り
の
大
雪
で
、
春
に
雪
が
消
え
た
際
に
郷
土

史
家
古
川
哲
男
氏
が
小
城
を
訪
れ
た
際
、
家
屋
が
雪
に
よ
り
倒
壊
し
て
い

た
こ
と
か
ら
地
域
の
記
録
を
残
さ
な
け
れ
ば
と
、
香
美
町
教
育
委
員
会
に

相
談
に
来
ら
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。

　

は
じ
め
に
で
古
川
氏
は
「
こ
の
ま
ま
で
は
、
何
れ
旧
小
城
の
住
居
は
消

滅
す
る
で
あ
ろ
う
。
荒
れ
た
耕
地
跡
や
屋
敷
跡
だ
け
が
残
さ
れ
る
で
あ
ろ

う
。
集
団
移
転
後
三
〇
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
時
、
小
城
の
こ
と
を

知
っ
て
い
る
人
が
い
る
間
に
、
関
心
が
あ
る
有
志
の
力
を
借
り
て
、
小
城

集
落
の
こ
と
を
記
録
し
て
残
す
こ
と
に
し
た
。」
と
刊
行
の
動
機
を
記
し

て
い
る
。

　

古
川
氏
が
小
城
の
移
り
変
わ
り
、
小
城
で
の
生
活
、
小
城
の
鉱
山
と
木

地
屋
、小
城
の
自
然
と
今
と
し
て
小
城
の
歴
史
と
生
活
を
概
説
し
て
い
る
。

第
五
章
の
小
城
随
想
は
小
城
出
身
の
方
の
随
想
や
聞
き
取
り
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。

　

小
城
追
憶
の
作
成
中
に
、
昭
和
六
〇
年
頃
に
実
施
さ
れ
た
「
小
城
民
俗

調
査
報
告
書
」
の
原
稿
が
見
つ
か
っ
た
。
調
査
は
武
庫
川
女
子
大
学
教
地

主
喬
氏
と
佐
々
木
泰
彦
氏
に
よ
る
共
同
調
査
で
あ
っ
た
。
ほ
ぼ
原
稿
は
完

成
し
て
い
た
が
、
ペ
ー
ジ
番
号
や
図
表
の
位
置
が
示
さ
れ
て
い
な
い
資
料

も
同
封
さ
れ
て
お
り
、
文
脈
か
ら
判
断
し
て
編
集
し
た
。
地
主
教
授
の
ご

遺
族
の
許
可
と
、
佐
々
木
先
生
の
承
諾
を
得
て
掲
載
し
て
い
る
。

　
五　
地
域
の
記
憶

　

本
項
で
は
、
主
に
聞
き
取
り
調
査
を
主
と
し
た
も
の
を
紹
介
す
る
。

　

■
『
お
じ
ろ
に
生
き
る
』　

美
方
町
産
業
課　

美
方
町
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
（
農

業
青
年
ク
ラ
ブ
）　

一
九
八
四

　

美
方
町
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
の
会
員
が
町
の
産
業
振
興
と
活
性
化
を
図
る
た
め

に
、
過
去
を
知
る
こ
と
が
大
切
と
感
じ
、
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
の
事
業
と
し
て
取

り
組
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
聞
き
取
り
調
査
で
は
あ
る
程
度
の
テ
ー
マ
を
決

め
て
い
る
が
、
話
者
も
か
な
り
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
い
る
雰
囲
気
が
紙
面
か

ら
は
伝
わ
っ
て
く
る
。
個
人
の
生
活
史
の
他
、
牛
飼
い
の
こ
と
、
青
年
活
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動
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
に
携
わ
っ
た
人
々
の
生
々
し
い
思
い
が
の
こ
さ
れ
て
い

る
。
女
性
の
聞
き
取
り
調
査
も
行
わ
れ
て
お
り
、
女
性
視
点
か
ら
の
村
の

生
活
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

熱
田
の
小
椋
勝
元
氏
の
聞
き
取
り
調
査
で
は
熱
田
の
生
活
に
つ
い
て
の

他
、
電
気
と
の
戦
い
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
電
気
を
通
す
ま
で
の
苦
労
が
語

ら
れ
て
い
る
。
美
方
町
役
場
、
関
西
電
力
、
通
産
省
な
ど
と
交
渉
を
重

ね
、
苦
労
の
末
電
気
が
通
っ
た
経
緯
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
当
時
の
地
域

の
人
々
に
と
っ
て
電
気
が
通
っ
て
電
灯
が
つ
く
こ
と
が
、
ど
れ
ほ
ど
待
ち

焦
が
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

但
馬
牛
に
つ
い
て
も
多
く
の
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
牛
を
家

族
の
よ
う
に
大
切
に
し
た
こ
と
、
小
学
生
に
な
っ
て
学
校
か
ら
帰
る
と
放

牧
場
に
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
牛
追
い
の
苦
労
な
ど
が
語

ら
れ
て
い
る
。

　

■
『
昔
風
と
當
世
風　

兵
庫
県
美
方
郡
香
美
町
村
岡
区
柤
岡
地
区
合
同

調
査
特
集
』　

古
々
路
の
会　

二
〇
一
八

　

民
俗
学
研
究
会
で
あ
る
古
々
路
の
会
の
第
四
四
回
合
同
調
査
で
村
岡
区

柤
岡
が
調
査
対
象
と
な
っ
た
。
調
査
は
二
〇
一
七
年
八
月
一
九
～
二
一
日

ま
で
で
、
会
員
三
一
名
が
地
元
住
民
約
四
〇
名
に
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ

た
。

　

早
川
美
奈
子
氏
に
よ
る
「
女
性
の
労
働
」
で
は
柤
岡
の
三
人
の
女
性
か

ら
聞
き
取
り
を
し
て
い
る
。
早
川
氏
は
「
三
人
と
も
柤
岡
生
ま
れ
の
柤
岡

育
ち
、
嫁
ぎ
先
も
柤
岡
で
閉
鎖
的
な
空
間
の
中
で
同
じ
よ
う
な
人
生
か
と

言
う
と
、
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
。
娘
と
し
て
、
嫁
と
し
て
、
母
と
し
て

三
者
三
様
の
人
生
が
あ
り
ま
し
た
。
箱
入
り
娘
か
と
思
い
き
や
、
意
外
と

外
に
出
て
い
る
、
行
動
的
だ
と
言
う
の
が
率
直
な
印
象
で
す
。」
と
し
て
、

地
域
で
生
ま
れ
育
っ
た
女
性
の
一
面
を
記
し
て
い
る
。

　

む
ら
き
数
子
氏
に
よ
る
「
柤
岡
へ
き
地
保
育
所
」
で
は
阪
神
間
出
身
の

女
性
の
聞
き
取
り
を
し
て
い
る
。
都
市
の
勤
め
人
家
庭
で
の
暮
ら
し
が
、

空
襲
で
お
父
様
が
亡
く

な
り
家
も
焼
失
し
て
し

ま
い
、
射
添
村
で
全
く

異
な
る
暮
ら
し
を
す
る

事
に
な
っ
た
こ
と
、
そ

の
体
験
は
誰
に
も
話
し

た
こ
と
が
な
い
こ
と
な

ど
が
語
ら
れ
て
お
り
、

聞
き
取
り
調
査
に
よ
っ

て
、
戦
中
戦
後
を
生
き

抜
い
た
女
性
の
経
験
や

記
憶
が
記
さ
れ
て
い

る
。

　

こ
の
古
々
路
の
会
の

調
査
は
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト

古々路の会による聞き取り調査
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リ
ー
の
聞
き
取
り
や
地
域
の
歴
史
や
住
宅
や
移
住
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、

柤
岡
の
魅
力
を
掘
り
起
こ
す
た
め
に
非
常
に
有
効
な
方
法
で
あ
る
と
実
感

し
た
。

　
六　
モ
ノ
の
記
録
と
ヒ
ト
の
記
憶

　

地
域
の
記
録
で
は
主
に
学
術
的
な
調
査
及
び
地
域
の
人
々
に
よ
る
郷
土

史
、
地
域
の
記
憶
に
つ
い
て
は
他
者
に
よ
る
聞
き
取
り
調
査
に
よ
る
報
告

書
・
冊
子
を
紹
介
し
た
。

　

私
が
文
化
財
担
当
者
と
し
て
地
域
の
歴
史
文
化
遺
産
を
ど
の
よ
う
に
伝

え
て
い
く
か
を
考
え
、
取
り
組
ん
だ
の
が
「
ふ
る
さ
と
マ
ッ
プ
」
や
「
ふ

る
さ
と
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
」
で
あ
っ
た
。
ふ
る
さ
と
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
の
編
集

で
は
地
域
か
ら
推
薦
を
受
け
た
編
集
委
員
と
内
容
を
詰
め
て
い
く
の
だ

が
、
携
わ
る
た
び
に
思
っ
て
い
た
の
が
こ
の
編
集
委
員
会
が
も
っ
と
も
面

白
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
地
域
の
こ
と
を
あ
る
程
度
知
っ
て
い
る
人
が

集
ま
り
地
域
の
昔
話
に
花
が
咲
く
、そ
の
な
か
で「
あ
ぁ
、そ
う
だ
っ
た
な
」

「
い
や
い
や
」
な
ど
と
記
憶
が
整
理
さ
れ
て
い
く
過
程
を
興
味
深
く
聞
い

て
い
た
。
ま
た
、「
そ
う
だ
っ
た
っ
け
な
ぁ
」
と
遠
い
目
で
昔
を
思
い
出

し
な
が
ら
話
す
昔
の
ま
つ
り
の
様
子
や
村
の
様
子
を
聞
く
こ
と
が
と
て
も

面
白
か
っ
た
。
夏
の
暑
さ
や
冬
の
寒
さ
、
日
々
の
生
活
の
大
変
さ
な
ど
は

文
章
に
し
て
し
ま
う
と
、
と
た
ん
に
魅
力
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
な
ん

と
か
、
そ
の
生
活
感
、
言
っ
て
み
れ
ば
「
ど
ろ
く
さ
さ
」
を
表
現
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

地
域
の
記
録
は
、
学
術
調
査
や
地
域
の
人
々
に
よ
る
郷
土
史
で
あ
る

た
め
、
あ
る
程
度
の
客
観
性
を
意
識
し
な
が
ら
書
か
れ
て
い
る
。
ま

た
、
記
述
す
る
対
象
は
民
俗
学
的
な
分
野
で
あ
っ
た
り
、
特
定
の
出
来

事
で
あ
っ
た
り
す
る
。
そ
れ
を
客
観
的
視
点
か
ら
記
録
す
る
こ
と
に
よ

り
普
遍
的
な
価
値
を
見
出
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対

し
地
域
の
記
憶
に
つ
い
て
は
、
聞
き
取
り
調
査
で
あ
る
こ
と
か
ら
個

人
の
主
観
的
視
点
か
ら
の
記
憶
で
あ
る
。
こ
れ
は
個
々
の
人
間
の
価

値
観
に
左
右
さ
れ
、
人
に
よ
っ
て
対
象
が
違
っ
て
い
た
り
す
る
。
小

城
追
憶
で
生
活
に
根
ざ
し
た
ス
キ
ー
の
シ
ュ
プ
ー
ル
に
感
動
し
た
話

や
、
熱
田
で
電
気
を
通
す
た
め
に
関
西
電
力
ま
で
出
向
き
「
関
西
電
力
は

備
、
熱
田
に
ど
ん
な
恨
み
が
あ
る
か
」
と
啖
呵
を
切
る
話
な
ど
は
、
聞
き

取
り
調
査
や
そ
こ
で
暮
ら
し
た
人
で
な
け
れ
ば
、
な
か
な
か
文
章
化
さ
れ

な
い
話
で
あ
ろ
う
。
主
観
的
視
点
の
多
様
さ
に
も
価
値
が
あ
り
、「
ど
ろ

く
さ
さ
」
を
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

地
域
の
歴
史
文
化
遺
産
を
伝
え
て
い
く
た
め
に
は
、
客
観
的
視
点
か
ら

の
記
録
「
モ
ノ
の
記
録
」
の
み
な
ら
ず
、
主
観
的
視
点
か
ら
の
記
憶
「
ヒ

ト
の
記
憶
」
を
し
っ
か
り
と
残
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
七　
お
わ
り
に

　

今
年
の
一
月
二
一
日
の
毎
日
放
送
で
限
界
集
落
や
消
滅
集
落
に
関
す
る
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ニ
ュ
ー
ス
が
放
送
さ
れ
た
。
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
も
取
り
上

げ
ら
れ
、
ニ
ュ
ー
ス
に
対
し
て
投
稿
さ
れ
た
コ
メ
ン
ト
の
一
つ
に
「
誰
し

も
が
土
地
に
縛
ら
れ
る
必
要
は
な
い
。自
分
が
望
む
土
地
に
住
め
ば
良
い
。

集
落
が
消
滅
す
る
の
で
あ
れ
ば
そ
れ
は
そ
の
土
地
に
魅
力
が
な
く
な
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
狩
猟
民
が
移
動
す
る
の
と
同
じ
だ
。
農
耕
し
て
い
た
か
ら

定
住
し
た
だ
け
で
農
耕
を
辞
め
て
し
ま
え
ば
土
地
を
捨
て
て
移
動
し
て
も

か
ま
わ
な
い
。
そ
れ
が
人
と
し
て
自
然
な
事
だ
。
悲
観
的
に
な
る
必
要
は

な
い
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
確
か
に
一
箇
所
に
定
住
し
続
け
る
こ
と
歴

史
的
に
も
珍
し
い
。
多
く
の
集
落
、
都
市
に
し
て
も
中
心
部
は
移
転
す
る

も
の
で
あ
り
、
一
箇
所
に
と
ど
ま
り
続
け
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
。
し
か

し
な
が
ら
、
こ
の
コ
メ
ン
ト
で
い
う
「
土
地
の
魅
力
」
と
は
な
ん
で
あ
ろ

う
か
。
間
違
い
な
く
過
去
に
お
い
て
魅
力
を
有
し
た
時
期
が
あ
り
、
人
々

を
ひ
き
つ
け
、そ
し
て
魅
了
さ
れ
た
人
々
が
定
住
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

魅
力
が
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
っ
た
、
も
し
く
は
今
の
私
達
が
そ
の
魅
力
を

測
る
価
値
観
を
持
た
な
い
が
ゆ
え
に
放
棄
さ
れ
た
り
消
滅
し
た
り
す
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

地
域
の
魅
力
を
紐
解
く
に
は
そ
こ
に
暮
ら
し
た
人
々
の
価
値
観
、「
ヒ

ト
の
記
憶
」
を
丹
念
に
集
め
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
上
で
自
然
的
、
社
会

的
背
景
を
把
握
し
「
モ
ノ
の
記
録
」
と
「
ヒ
ト
の
記
憶
」
を
統
合
す
る
こ

と
に
よ
り
地
域
の
実
態
が
将
来
に
伝
わ
り
、「
現
代
人
の
疑
問
は
む
し
ろ

率
直
に
、
ど
う
し
て
今
ま
で
そ
ん
な
に
ま
で
不
便
な
土
地
に
、
人
々
は
住

ん
で
来
た
の
か
、
と
言
う
点
に
向
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。」
に
対
す
る
答

え
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

今
後
増
え
て
い
く
で
あ
ろ
う
「
む
ら
じ
ま
い
」
の
際
に
歴
史
文
化
遺
産

に
つ
い
て
何
も
残
せ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
地
域
が
も
っ
て
い
た
魅
力

が
永
遠
に
失
わ
れ
て
し
ま
う
。
地
域
の
魅
力
を
掘
り
起
こ
し
、
伝
え
継
い

で
い
く
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
考
え
て
い
き
た
い
。

註　（
１
） 

熱
田
の
北
、
新
屋
と
の
間
に
備そ

な
えと

い
う
集
落
が
あ
る
が
行
政
区
上
は
新
屋
の
一

部
と
な
っ
て
い
る
。
昭
和
四
七
（
一
九
七
二
）
年
一
二
月
に
移
転
し
た
。
移
転

世
帯
は
六
世
帯
、
人
口
は
新
屋
の
一
部
で
あ
っ
た
た
め
行
政
区
上
は
把
握
で
き

て
い
な
い
。
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